
平成１７年２月 
（2005年） 

トルコ共和国ホパ地域 
資源開発協力基礎調査報告書 

総括報告書 

独 立 行 政 法 人 国 際 協 力 機 構  
独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構 

NO.

J R

05-025

経済 



は し が き 
 
 日本国政府は、トルコ共和国の要請に応え、同国の北東部、黒海沿岸に位置するホパ地

域の鉱物資源賦存の可能性を確認するため、地質調査及びボーリング調査等の鉱物資源開

発に関する調査を実施することとし、その実施を国際協力事業団（現：独立行政法人 国際

協力機構）に委託した。国際協力事業団は、本調査の内容が地質及び鉱物資源の調査とい
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 要   約 
  
本調査は、トルコ共和国ホパ（Hopa）地域を対象とし、地質状況及び鉱床賦存状況の調

査・解析を通じ、経済性を有する火山性塊状硫化物鉱床を発見すること、及び相手国機関

に対して技術移転を図ることを目的に 2002 年 10 月～2005 年 2 月の間実施された。 
 調査は本地域西部の Tunca 地区と東部の Murgul 地区を中心に実施された。 
[Tunca 地区]  

Tunca 地区の地質は下位より上部白亜系の Alemağaç 層（下部層、上部層）、Çağlayan
層、Sivrikaya 層及び第三系の Hamidiya 層が分布し、石英安山岩等が貫入する。火山性塊

状硫化物鉱化作用は Alemağaç 下部層の石英安山岩溶岩（Adcl）が形成する溶岩円頂丘の

斜面で生じた水蒸気爆発により生じ、その胚胎層準は Çağlayan 層最下位の赤色石灰質泥岩

（Cms）堆積前までの幅を持った範囲である。同鉱化作用により Tunca 鉱床、Şenyuva 鉱

化帯及び Muskale 鉱化帯等が形成されたが、鉱化変質帯の規模が小さく、品位も低いこと

から大規模な鉱床に発展する可能性は低いと考えられた。また、Hemsin 川流域にある鉱脈

型鉱化作用等の鉱化帯についても経済性がないと判断された。これらのことから、本地区

内には経済性のある大規模鉱床が胚胎する可能性は低いと考えられる。しかし、Çayeli 鉱

床の鉱床層準は本地区周辺に連続しており、本地区の周辺には経済性のある鉱床が胚胎す

る可能性が考えられる。 
[Murgul 地区]  

本地区の地質は下位より下部白亜系の Murgul 層（下部層、上部層）、Ardiç 層、Küre 層

が分布し、花崗岩類等が貫入する。 
 本地区の Murgul 層下部層の石英安山岩類（Mdcl）は、広い範囲に火山性塊状硫化物鉱

化作用を被っている。その変質鉱物分帯、強変質強度帯及び鉱徴地の分布はいずれも

Murgul 鉱床群を通り、NE-SW 方向に連続しており、本地区の火山性塊状硫化物鉱化作用

はこのゾーンに沿って生じている。鉱床層準は Murgul 鉱床群の南西側はすでに削剥されて

いるが、北東側は Ardiç 層に被覆され、Ardiç 区域と Kokolet 区域間の山塊に連続する。 
 
 以上の調査結果を踏まえ、将来の調査として、下記の提案を行う。 
[Tunca 地区]  
 調査範囲を広げて周辺地区での探査の実施。 
[Murgul 地区]  

Ardiç 区域東方山塊でのボーリング調査。 
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 第Ⅰ部 総  論 
 

第１章 調査概要 
 

1-1 調査目的 

トルコ共和国の黒海沿岸地域は日本の黒鉱鉱床に類似した多金属元素を含む塊状硫化物

鉱床の賦存ポテンシャルの高い地域であり、これまでトルコ鉱物資源総局（MTA: MADEN 
TETKİK ve ARAMA GENEL MÜDÜRLÜGÜ）による鉱床調査が精力的に進められてきた。

今回トルコ共和国政府は本地域東部の Hopa 地域において新たな金属鉱物資源調査の実施

を計画し、日本国政府に協力を要請した。日本国政府はこの要請に応えて、当地域におい

て地質状況及び鉱床賦存状況の調査・解析を通じ、火山性塊状硫化物鉱床をはじめとする

金・銀・銅・鉛・亜鉛等の鉱床賦存有望地区の抽出を目的とした調査の実施とともに、相

手国機関に対して技術移転を図った。 
 

1-2 調査地域 

調査地域を図１に示す。調査対象地域である Hopa 地域はトルコ共和国の北東部、グルジ

ア（Georgia）共和国との国境付近の、およそ北緯 41°10’～41°30’、東経 41°10’～41°
45’に位置する面積約 1,800km2の地域である。北を黒海に接し、南には標高 3,000m 級の東

黒海山脈が NE-SW 方向に連なる。調査地域内外には現在稼行中のムルグル（Murgul）鉱

山、チャイリ（Çayeli）鉱山をはじめ、数多くの火山性塊状硫化物鉱床及び鉱徴地が分布す

る。 
調査は、本地域西部のツンジャ（Tunca）地区と、東部の Murgul 地区を中心に実施した。 
 

1-3 調査方法及び調査量 

本調査は図Ⅰ－１－１に示すフローチャート及び図Ⅰ－１－２に示す鉱床有望地抽出フ

ローに従って実施した。各年次の調査方法及び作業量を表Ⅰ－１－１に示す。 
 

1-4 調査期間及び調査員 

 各年次の調査の調査期間及び調査員名簿を表Ⅰ－１－２に示す。 
 
1-5 調査地域の概要 

1-5-1 位置及び交通 

調査地域へは首都アンカラ（Ankara）から黒海沿岸の主要都市であるトラブゾン

（Trabzon）まで航空路があり、約 1 時間を要する。Trabzon からベースキャンプを置いた

アルハビ（Arhavi）までは自動車で約 3 時間を要し、Arhavi から Tunca 地区及び Murgul
地区までそれぞれ自動車で、約 1 時間で到達する。 
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図１－１－１　調査フローシート

調査対象地域、ホパ地域　1,800k㎡

既存データ解析

Tunca地区　110k㎡
地質調査　地質図　縮尺；1 : 25,000
地化学調査　岩石 420件、　沢砂 235件

調査結果の解析・検討

鉱徴地調査　20k㎡
地質調査　地質図　縮尺　縮尺；1 : 10,000

調査結果の解析・検討

有望地区の抽出

第2年次への提言

調査結果の解析・検討

有望地区の抽出

ボーリング調査
3孔　1,023.55m

調査結果の解析・検討

有望地区の抽出

第3年次への提言

Murgul地区　25k㎡
地質調査　地質図　縮尺　縮尺；1 : 10,000

Tunca地区　6k㎡
地質調査　地質図　縮尺　縮尺；1 : 2,500

［調査フローシート］

第
　
１
　
年
　
次

第
　
２
　
年
　
次

Garimani地区　14k㎡
地質調査　地質図　縮尺　縮尺；1 : 5,000

調査結果の解析・検討

有望地区の抽出

将来への提言

第
　
３
　
年
　
次
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図１－１－２　鉱床有望地抽出フローシート

調査対象地域、ホパ地域　1,800km
2

既存データ解析

Tunca地区　110k㎡
地質調査　地質図　縮尺；1 : 25,000
地化学調査　岩石 420件、　沢砂 235件

鉱徴地調査　20k㎡
地質調査　地質図　縮尺　縮尺；1 : 10,000

ボーリング調査
3孔　1,023.55m

Murgul地区　25k㎡
地質調査　地質図　縮尺　縮尺；1 : 10,000

Tunca地区　6k㎡
地質調査　地質図　縮尺　縮尺；1 : 2,500

［鉱床有望地区の抽出］

［鉱床有望地区の抽出］

［鉱徴地の分布］

地質構造の解明
鉱床胚胎層準の解明
変質帯分布の解明
変質強度分布の解明
地化学異常の抽出

第2年次調査候補地の抽出
調査手法の選定

鉱化作用の解明
地質構造の解明
変質帯分布の解明
変質強度分布の解明

地質構造の解明
鉱床胚胎層準の解明
変質帯分布の解明
変質強度分布の解明
地化学異常の抽出

地質構造の解明
鉱床連続性の解明

第
　
１
　
年
　
次

第３年次調査候補地の抽出
調査手法の選定

第
　
２
　
年
　
次

Garimani地区　14k㎡
地質調査　地質図　縮尺　縮尺；1 : 5,000

鉱化作用の解明
地質構造の解明
変質帯分布の解明
変質強度分布の解明

総  合  検  討

第
　
３
　
年
　
次
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年度 調 査 方 法
既存データ解析

地質調査 Tunca地区 岩石薄片 100 件

調査面積 ：110 km2 鉱石研磨片 100 件

調査ルート長 ：220 km X線回折 100 件

岩石分析 420 件

REE+HFS+LIL元素分析 60 件

鉱石分析 50 件

Au,Ag,Cu,Pb,Zn,Ba,S,Ga,Ge,In,As
同位体組成測定

炭酸塩（酸素、炭素） 6 件

珪酸塩（酸素） 20 件

硫化物・硫酸塩（硫黄） 20 件

流体包有物

均質化温度、塩濃度測定 15 件

年代測定

K-Ar法 20 件

微化石 20 件

地質精査 鉱徴地調査地区

調査面積 ：   20 km2

　 調査ルート長 ：120 km
地化学調査 Tunca地区 沢砂分析 235 件

調査面積 ：110 km2

Tunca地区 岩石薄片 30 件

調査面積 ：   6 km2 鉱石研磨片 10 件

調査ルート長 ：３0 km X線回折 30 件

岩石分析 60 件

鉱石分析 10 件

Au,Ag,Cu,Pb,Zn,Ba,S,Ga,Ge,In,As
地質調査 Murgul地区 岩石薄片 30 件

調査面積 ：25 km2 鉱石研磨片 10 件

調査ルート長 ：７0 km X線回折 30 件

岩石分析 60 件

鉱石分析 10 件

Au,Ag,Cu,Pb,Zn,Ba,S,Ga,Ge,In,As
鉱石同位体測定 7 件

 硫化物（鉛） 　

ボーリング調査 Tunca地区 岩石薄片 30 件

ボーリング数 ：3 本 鉱石研磨片 30 件

総掘進長 ：1,023.55m X線回折 30 件

岩石分析 30 件

鉱石分析 30 件

Au,Ag,Cu,Pb,Zn,Ba,S,Ga,Ge,In,As
地質精査 Garimani地区 岩石薄片 39 件

調査面積 ：14 km2 鉱石研磨片 12 件

調査ルート長 ：７0 km X線回折 48 件

岩石分析 77 件

鉱石分析 23 件

Au,Ag,Cu,Pb,Zn,Ba,S,Ga,Ge,In,As
K-Ar年代測定 3 件

地　　区

表Ⅰ－１－１　年度別調査方法及び調査総括表

全　　域

Au,Ag,Al,As,Ba,Be,Bi,Ca,Cd,Co,Cr,Cu,Fe,K,Mg,Mn,Mo,Na,N
i,P, Pb,S,Sb,Sr,Ti,V,W,Zn

(標準2件）

Au,Ag,Al,As,Ba,Be,Bi,Ca,Cd,Co,Cr,Cu,Fe,K,Mg,Mn,Mo,Na,N
i,P, Pb,S,Sb,Sr,Ti,V,W,Zn

(標準3件）

Au,Ag,Al,As,Ba,Be,Bi,Ca,Cd,Co,Cr,Cu,Fe,K,Mg,Mn,Mo,Na,N
i,P, Pb,S,Sb,Sr,Ti,V,W,Zn

調  査  明  細

(標準3件）

数　量

(複製20件）

　

Ag,Al,As,B,Ba,Be,Bi,Ca,Cd,Co,Cr,Cu,Fe,Ga,Hg,K,La,Mg,Mn,
Mo,Na,Ni,P,Pb,S,Sb,Sc,Sr,Ti,Tl,U,V,W,Zn,Au

Ag,Al,As,B,Ba,Be,Bi,Ca,Cd,Co,Cr,Cu,Fe,Ga,Hg,K,La,Mg,Mn,
Mo,Na,Ni,P,Pb,S,Sb,Sc,Sr,Ti,Tl,U,V,W,Zn,Au

Ag,Ba,Ce,Co,Cr,Cs,Cu,Dy,Er,Eu,Ga,Gd,Hf,Ho,La,Lu,Mo,Nd,
Ni,Pb,Pr,Rb,Sm,Sn,Sr,Ta,Tb,Th,Tl,Tm,U,V,W,Y,Yb,Zn,Zr

(複製11件）

第
　
1
　
年
　
次

第
　
3
　
年
　
次

第
　
2
　
年
　
次

Au,Ag,Al,As,Ba,Be,Bi,Ca,Cd,Co,Cr,Cu,Fe,K,Mg,Mn,Mo,Na,N
i,P, Pb,S,Sb,Sr,Ti,V,W,Zn

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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年次 調査期間

杉内　直敏 (MMAJ) A. Kemal Işiker (MTA)
石塚　　 学 (MITI) Ali İşcan (MTA)
江原　由樹 (JICA) Yusuf Ziya Özkan (MTA)

自 2002.10.1 高原　弘幸 (MMAJ) Mesude Aydan (MTA)
霜鳥　 　洋 (MMAJ) İskender　Kurt (MTA)

至 2003.2.28
久谷　公一 (DEC) Deniz Göç (MTA)
宮本　　博 (DEC) İskender　Kurt (MTA)
武田　　進 (DEC) Mustafa Özkan (MTA)
藤田　　勝 (DEC) Şenol Karslı (MTA)
大森　吉蔵 (DEC) Turgut Çolak (MTA)

Mustafa Kemal Revan (MTA)

高原　弘幸 (MMAJ)

久谷　公一 (GEOTECHNOS) İskender　Kurt (MTA)
自 2003.6. 4 宮本　　博 (GEOTECHNOS) Mustafa Özkan (MTA)

西川　拓也 (GEOTECHNOS) Şenol Karslı (MTA)
至 2004.1.31 村岡　弘康 (GEOTECHNOS) Turgut Çolak (MTA)

Mustafa Kemal Revan (MTA)
Avni Akdeniz (MTA)
Resul Varlik (MTA)
Ramazan Daştan (MTA)
Baki Yılmazer (MTA)

高原　弘幸 (MMAJ)

久谷　公一 (GEOTECHNOS) Şenol Karslı (MTA)
自 2004.9.13 藤原　茂久 (GEOTECHNOS) Mustafa Özkan (MTA)

池田　精寿 (GEOTECHNOS) Turgut Çolak (MTA)
至 2005.2.18 中堂　浩之 (GEOTECHNOS) Mustafa Kemal Revan (MTA)

新宮　弘久 (GEOTECHNOS) İskender　Kurt (MTA)

山本耕次 (JOGMEC)

MITI:通産省
JICA:国際協力事業団
MMAJ:金属鉱業事業団
JOGMEC:石油天然ガス・金属鉱物資源機構
DEC:同和工営株式会社
GEOTECHNOS:ジオテクノス株式会社 　

現　地　調　査

第
３
年
次

|

現　地　指　導

現　地　指　導

現　地　調　査

表Ⅰ－１－２　年度別調査期間及び調査員総括表

|

|

第
1
年
次

第
２
年
次

現　地　指　導

現　地　調　査

日本側メンバー トルコ側メンバー

調査計画及び折衝
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1-5-2 地形、気候及び植生 

本地域を含む黒海の沿岸地域は、アルプス造山運動の初期に形成された褶曲山脈の東黒

海山脈が海岸近くまで迫り、平野部はほとんどない。このため、東黒海山脈の北麓に位置

する本地域は急峻な地形となっている。Tunca 地区は、黒海に注ぐフルトゥナ（Fırtına）

川の支流 Tunca 川とデュラク（Durak）川の流域にあり、標高 100～2,200m の地となって

いる。一方、Murgul 地区は、Georgia 共和国のバツーミ（Batumi）で黒海に注ぐチョル

フ（Çhorh）川支流の Murgul 川流域にあり、標高 500m～2,000m の地となっている。両

地区とも水系がよく発達し、年間を通じて河川の流量は豊富である。 
 本地域は、黒海からの湿潤な風が黒海山脈に遮られるため、四季を通じて降水がみられる。

気候はトルコ共和国でも最も降雨・降雪が多い黒海性気候（金属鉱物探鉱促進事業団、1970）
に属し、植生が発達する。9 月から 3 月までは降雨量が多く、Trabzon では 10 月の月平均

雨量は 300mm に達する。11 月から雨は雪に変わる。夏の最高気温は 35℃を越えるが、冬

の最低気温は氷点下 5℃前後まで下がる。 
植生は日本と同様に針葉樹や広葉樹が繁茂し、草本類も豊富である。Tunca 地区は山地

の南斜面を中心に茶畑が発達し、かなり奥地の急傾斜地においても茶畑がみられる。一方、

Murgul 地区の東部は原生林で覆われているが、西部の Murgul 鉱山周辺は樹木がほとんど

ない、露岩地帯となっている。 
 
1-5-3 地質概要（図Ⅰ－１－３～図Ⅰ－１－５） 

 トルコ共和国の地質は北部より南へポントス帯（Pontides）、アナトリア帯（Anatolides）、
タウルス帯（Taurides）及び周辺褶曲帯（Border Folds）の 4 つの東西性の構造帯に区分

され、本地域は Pontides 帯の北東部に位置する。Pontides の基盤はデボン系～石炭系の片

麻岩、片岩等の変成岩類とこれに貫入する古生代の花崗岩類からなり、その上に下位より

上部石炭系～下部白亜系、上部白亜系～下部始新統、中部～上部始新統、漸新統～中新統

及び鮮新統～第四系からなる 6 つの層序学的ユニットが分布する。 
東部黒海沿岸には上部白亜系～下部暁新統に属する火山岩類が分布し、Murgul、Çayeli、

ジェラテペ（Cerattepe）等で代表される火山性塊状硫化物鉱床を伴っている。 
Güven et al（1992）は上部白亜系～下部暁新統を下位から安山岩～玄武岩質火山岩類を

主とするチャタック（Çatak）層、石英安山岩質火山岩類を主とするクズルカヤ（Kızılkaya）
層、安山岩～玄武岩溶岩と火山砕屑岩類等からなるチャーラヤン（Çağlayan）層に区分し、

さらに、この上位には玄武岩～安山岩溶岩、火山砕屑岩からなる始新統のカバキョイ

（Kabaköy）層が不整合で重なるとした。Kızılkaya 層、Çağlayan 層は Tunca 地区のアレ

マーチ（Alemağaç）層、Çağlayan 層に、また、Murgul 地区の Murgul 層、アルディッチ

（Ardiç）層にそれぞれ対応する。 
本地域の南部には、始新統のカチカル（Kaçkar）花崗岩類が NE-SW 方向に分布する。 
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1-5-4 鉱山及び鉱業活動（図Ⅰ－１－６～図Ⅰ－１－７） 

 本地域を含む東黒海沿岸地域はトルコにおける重要な銅資源の供給源であり、古くから

鉱業活動が行われてきた。中世にはジェノバ人が Murgul、ぺロニット（Peronit）等で銅

を採掘したと伝えられ、19 世紀末から 20 世紀初頭にかけてはアカルシェン（Akarşen）、
クバルシャン（Kuvarshan）、クツニット（Kutunit）、スジャナ（Sucana）等の鉱床がド

イツやロシア等の企業により開発された。 
 本地域での近代的な探査活動は 1935 年に MTA が設立されて以降で、地質調査、地化学

調査及び物理探査が組織的に行われ、近年では衛星画像を用いた調査・解析も行われてい

る。これらの成果が Çayeli 鉱床（鉱量 1,600 万トン、品位 Cu:3.6%、Zn:5.7%）や Cerattepe
鉱床（含金酸化鉱 100 万トン、品位 Au:3g/t、Au:150g/t。高品位硫化鉱 120 万トン、品位 
Cu:10%、低品位硫化鉱 380 万トン、Cu:2.1%）等の大規模・高品位鉱床の発見につながっ

ており、現在では多くの国際資本が東黒海沿岸地域に注目し、本地域の内外で探鉱を進め

ている。 
Tunca 地区に関する最初の学術的な調査報告書は Geoffroy(1960)によるもので、Çayeli- 

Pazar-Ardeşen 地域の地質と鉱床に言及している。1970 年代初頭にはトルコ-ユーゴスラビ

ア共同の地質調査が行われ、その過程で Tunca 鉱床が発見された。 
Murgul 地区には鉱徴地が数多くあり、古い採掘跡が各所に存在する。Murgul 鉱床は 20

世紀初頭のロシア占領時代に Caucasus Copper Co.Ltd.により開発された。その後 Etibank
が経営に参加し、1963 年以降、地質調査、物理探査及びボーリング調査等の本格的な調査

が実施された。1996 年からは Inco（加）社の現地会社である Dardanel 社が Murgul 鉱床

の周辺で火山性塊状硫化物鉱床を対象とした探鉱を進めている。 
本地域では、今後も潜頭型の新鉱床が発見される可能性は非常に高いが、地形が急峻で

深い森林に覆われていることから、これまで充分な調査が行われていない。 
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第 2 章 結論及び提言 

2-1 結論 

2-1-1 Tunca 地区 

 本地区へは Çayeli 鉱床の鉱床層準である Kızılkaya 層（Alemağaç 層）が連続し、本地

区の火山性塊状硫化物鉱化作用は、Alemağaç 層下部層の石英安山岩溶岩（Adcl）が形成す

る溶岩円頂丘の斜面で水蒸気爆発が発生し、同質火山砕屑岩類（Atf）を形成した際に生じ

た。同鉱化作用が弱まりつつある時期にパープルデイサイト（グリーンデイサイト）岩体

が貫入し、グリーンデイサイト質火山砕屑岩類（Attf）中にも硫化物の鉱染が生じた。した

がって、鉱床層準は石英安山岩質火山砕屑岩類（Atf）から Çağlayan 層最下位の赤色石灰

質泥岩（Cms）堆積直前までの幅をもった範囲である。 
 本地区は Alemağaç 層を最下底とし、その上位を緩傾斜の地層が厚く被覆する急峻な地

形であり、探鉱深度や新規鉱床の経済性を考慮すれば、探鉱可能な範囲は Çağlayan 層との

境界より数百ｍから最大 1km 程度と考えられる。今回の調査では各所に火山性塊状硫化物

鉱化作用による鉱化帯及び鉱徴地を確認したが、黄鉄鉱の鉱染を主体として Cu・Zn 品位

が低く、変質帯も Murgul 地区に比べて連続性に乏しい。また、Tunca 鉱床に関しても、

北方で掘削された MJTH-2 孔では、微弱な鉱徴しか捕捉されず、鉱床本体の規模の小さい

ことが考えられた。さらに、Hemsin 川沿いには鉱脈型鉱化作用等に伴う鉱化変質帯が分布

するが、品位が低く、水平方向及び上下方向による鉱化状況の変化はみられない。これら

のことから、本地区に経済性のある大規模鉱床が賦存する可能性は低いと推定される。 
 
2-1-2  Murgul 地区 

 本地区には、火山性塊状硫化物鉱化作用を被った Murgul 層下部層の石英安山岩類が広く

分布する。その鉱化作用に関して、以下の知見が得られた。 
・ 鉱化変質帯の中央部は石英-カオリナイト-絹雲母帯からなり、Çakmakkaya 鉱床を

通り北東－南西もしくは NNE-SSW に Kızılkaya 方面へ連続する。 
・ 変質強度の強変質強度帯（90%<AI）は Murgul 鉱床群を通る NNE-SSW 方向に連

続する。 
・ 巨視的には本地区の鉱徴地は NE-SW 方向に連なる。そしてその北東端には Murgul

層下部層の最上部に“バライト鉱”を有する上部 Kokolet 鉱徴地が分布する。 
 これらの知見は、本地区の火山性塊状硫化物鉱化作用が Murgul 鉱床群を通る NE-SW 方

向のゾーンに沿って形成したことを示している。Murgul 鉱床群の南西側はすでに鉱床層準

が削剥されている。一方北東側、すなわち Ardiç 区域から Kokolet 区域にかけての山塊は、

地表を上盤の Ardiç 層の塩基性火山岩類が被覆し、その下部に大規模な火山性塊状硫化物

鉱床が胚胎する可能性は非常に高いと考えられる。 
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2-2 将来への提言 

 Tunca 地区では、経済性のある大規模鉱床が賦存する可能性が低いこと、Murugul 地区

では Ardiç 区域と Kokolet 区域間の山塊に火山性塊状硫化物鉱床の胚胎する可能性が高い

ことが結論された。 
 将来への提言として、下記のことを提案する。 
［Tunca 地区］ 

・本地区内に経済性のある鉱床が賦存する可能性は低い。しかし、Çayeli 鉱床の鉱床層準

は本地区周辺に連続することから、調査範囲を広げての探鉱の実施。 
 
 [Murgul 地区] 

・ Ardiç 区域東方山塊でのボーリング調査 
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第1章 Tunca 地区 

 

 本地区では地質調査、地化学調査（沢砂、岩石）及びボーリング調査を実施した。地質

調査は Tunca 地区（面積 110km2、縮尺 1/25,000）、鉱徴地調査地区（面積 20km2、縮尺

1/10,000）、Tunca 地区（面積 6km2、縮尺 1/2,500）及びガリマニ（Garimani）地区（面

積 14km2、縮尺 1/5,000）で実施した。 
 
1-1 地質調査 

1-1-1 地質（図Ⅱ－１－１～図Ⅱ－１－１１） 

本地区は下位から上部白亜系の Alemağaç 層、Çağlayan 層、シブリカヤ（Sivrikaya）
層及び第三系のハミディヤ（Hamidiya）層及び貫入岩からなる。 
 Alemağaç 層は東部 Potides で火山性塊状硫化物鉱床の胚胎母岩となる Kızılkaya 層に対

比され、下部層と上部層に区分される。下部層は無斑晶質石英安山岩（Adcu）、石英安山岩

溶岩（Adcl）及び同質火山砕屑岩類（Atf）等からなり、無斑晶質石英安山岩は（Adcu）は

ハイアロクラスタイトを主体とする。石英安山岩溶岩は斑晶に乏しく、Muskale 山を中心

に NW-SE 方向に延びる溶岩円頂丘を形成し、自破砕構造を特徴とする。上部の同質火山砕

屑岩類（Atf）は下位の石英安山岩溶岩の岩片を主とする凝灰岩・火山礫凝灰岩からなり、

溶岩円頂丘の山腹で生じた水蒸気爆発により形成された。上部層はパープルデイサイト

（Adcp）、グリーンデイサイト（Adcg）及び同質火山砕屑岩類（Attf）等からなる。これら

は同一の岩体の岩相変化で、貫入岩相がパープルデイサイト、溶岩相がグリーンデイサイ

ト、そして砕屑岩相がグリーンデイサイト質火山砕屑岩類に相当する。 
 Çağlayan 層は優勢な塩基性火山活動により特徴づけられ、最下底の赤色石灰質泥岩

（Cms）を厚い玄武岩類（Cbs）が被覆する。玄武岩類中には堆積岩類（Cms、泥岩（Cmd）、
酸性凝灰岩（Ctf）及び塩基性凝灰岩（Cbtf））が挟在する。 
 Sivrikaya 層は酸性凝灰岩類（Stf）、砂岩（Sss）及び泥岩（Smd）等の堆積岩類からな

り、地形的な高所に分布する。Hamidiya 層（Hd）は淘汰の悪い堆積岩類からなり、下位

の地層を不整合に覆い、局所的に分布する。 
 貫入岩類は各所に分布し、花崗岩類（Kgr）、石英安山岩類（Dci, Dcp, Dcb）及び粗粒玄

武岩（Dol）等が認められる。花崗岩類は本地区の南方に分布する始新統の Kaçkar 花崗岩

類に対比される。 
 本地区は NE-SW 系と EW-SE 系のリニアメントが卓越し、環状構造も認められる。ムス

カレ（Muskale）山を中心に分布する Alemağaç 層下部層の石英安山岩溶岩（Adcl）は、

Tunca 環状構造上に噴出し、溶岩円頂丘を形成した。 
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② MJTH-2 342.20 - 342.40 0.20 0.034 3.35 0.02 0.02 0.02 3.20 Silicified Tuff Breccia. ((Cp)) diss.
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